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森
林
王
国
北
海
道
の
最
新

情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。 

北
海
道
の
森
林
は
、
先
人

達
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
り
、

ト
ド
マ
ツ
、
カ
ラ
マ
ツ
を
中

心
に
人
工
林
資
源
が
充
実
し

て
き
て
い
ま
す
。

 

私
た
ち
は
、
古
く
か
ら
木

材
と
密
接
な
関
係
に
あ
り
、

生
活
を
支
え
る
様
々
な
場
面

で
木
材
製
品
を
利
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
木
の
文
化
の
恩 

恵
を
受
け
て
き
ま
し
た
。 

    

 用
途
の
広
が
り
を
み
せ
る 

木
材 木

材
の
用
途
は
、
住
宅
、

家
具
類
、
製
紙
原
料
の
ほ
か
、

近
年
に
お
い
て
は
、
公
共
建

築
物
等
の
非
住
宅
分
野
に
お 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

け
る
構
造
・
内
装
材
で
の
利

用
や
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
利
用
、
家
畜
の
敷

わ
ら
や
飼
料
等
の
農
林
水
産

分
野
で
の
需
要
が
増
大
傾
向

に
あ
る
な
ど
、
用
途
の
広
が

り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

    

 

こ
う
し
た
中
、
林
野
庁
で

は
、
林
業
の
成
長
産
業
化
と 

森
林
資
源
の
適
切
な
管
理
を

実
現
す
る
た
め
、
間
伐
等
の

森
林
整
備
を
推
進
し
て
い
ま

す
。 ま

た
、
強
度
が
高
く
、
材
面

の
経
年
変
化
が
美
し
い
カ
ラ

マ
ツ
の
特
性
や
材
の
白
さ
を

活
か
し
内
装
材
や
家
具
材
へ

の
利
用
が
広
ま
る
ト
ド
マ
ツ

な
ど
北
海
道
産
木
材
の
魅
力

が
徐
々
に
認
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

   

伐
採
さ
れ
た
樹
木
は
、
い

ろ
い
ろ
な
長
さ
の
丸
太
と
な

っ
て
、
土
場
に
集
積
さ
れ
ま

す
。
そ
の
後
、
製
材
工
場
等

に
販
売
さ
れ
、
用
途
に
応
じ

た
加
工
が
施
さ
れ
た
後
、
消

費
者
に
提
供
さ
れ
て
い
き
ま

す
。 

国
有
林
材
の 

安
定
供
給
シ
ス
テ
ム
販
売 

国
有
林
で
生
産
さ
れ
る
丸

太
等
の
販
売
方
法
と
し
て
、

公
売
（
委
託
販
売
）
の
ほ
か

に
、
「
国
有
林
材
の
安
定
供

給
シ
ス
テ
ム
販
売
」
（
以
下

「
シ
ス
テ
ム
販
売
」
と
い
う
。
）

を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

シ
ス
テ
ム
販
売
は
、
丸
太

や
立
木
の
安
定
供
給
を
通
じ
、

地
域
の
林
業
・
木
材
産
業
の

活
性
化
や
新
た
な
需
要
開
拓

に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
製
材
工
場
、
合
板
工

場
、
流
通
事
業
者
、
木
材
輸

出
業
者
等
の
幅
広
い
事
業
者

と
協
定
を
締
結
し
、
木
材
を 

   供
給
す
る
も
の
で
す
。 

道
内
の
木
材
利
用
の
現
状 

北
海
道
産
の
カ
ラ
マ
ツ
や

ト
ド
マ
ツ
等
の
丸
太
の
約
５

割
が
製
材
用
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
主
な
用
途
は
、

梱
包
材
、
パ
レ
ッ
ト
、
型
枠

用
桟
木
等
の
産
業
用
資
材
で

あ
り
、
建
築
材
と
し
て
の
利

用
は
半
分
以
下
と
な
っ
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。

道 

産 

木 

材 

の 

高 

付 

加 

価 

値 

化 

に

向

け

た

取

組

資
源
活
用
第
二
課

内装にも木をふんだんに使用した建築物 

ハーベスタによる伐倒作業

製材工場で丸太を挽いている様子 

土場に集積されたシステム販売材 
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ま
た
、
建
築
用
の
製
材
品

と
し
て
は
、
ト
ド
マ
ツ
丸
太

に
一
定
の
需
要
が
あ
る
も
の

の
、
羽
柄
材
（
間
柱
や
垂
木

な
ど
）
が
中
心
で
、
付
加
価

値
の
高
い
建
築
構
造
材
（
柱

や
梁
な
ど
）
と
し
て
の
利
用

は
少
な
い
状
況
で
す
。 

一
方
で
、
道
内
の
森
林
に

目
を
向
け
る
と
、
ト
ド
マ
ツ

な
ど
の
人
工
林
が
約
１
５
０

万
ha
あ
り
ま
す
が
、
林
齢
構

成
は
46
～

50
年
を
頂
点
と
す

る
釣
鐘
型
の
分
布
と
な
っ
て

お
り
、
今
後
、
道
内
の
人
工

林
の
高
齢
級
化
に
伴
い
、
大

径
木
の
供
給
が
増
え
て
い
く

こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。 

こ
の
た
め
、
材
質
の
特
徴

を
活
か
し
た
利
用
と
適
切
な

評
価
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
大
径
木
を
付
加

価
値
の
高
い
建
築
構
造
材
と

し
て
利
用
さ
れ
る
よ
う
、
需

要
者
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、

大
径
材
丸
太
の
販
路
拡
大
と

供
給
体
制
の
構
築
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

シ
ス
テ
ム
販
売
に
お
け
る

新
た
な
取
組

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
北

海
道
森
林
管
理
局
で
は
、
今

年
度
よ
り
新
た
な
取
組
と
し

て
、
シ
ス
テ
ム
販
売
に
お
い

て
、
木
材
の
高
付
加
価
値
化

と
、
川
上
（
森
林
所
有
者
、
素

材
生
産
業
者
等
）
か
ら
川
下

（
消
費
者
、
需
要
者
）
ま
で

の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構

築
を
推
進
し
て
い
ま
す
。 

具
体
的
に
は
、
供
給
量
の

半
数
以
上
を
建
築
材
と
し
て

使
用
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
、

一
定
径
級
（
24
㎝
以
上
）
及

び
一
定
品
質
を
確
保
し
た
良

材
物
件
（
樹
種
は
ト
ド
マ
ツ

及
び
カ
ラ
マ
ツ
）
を
設
定
し

た
う
え
で
、
石
狩
、
上
川
南

部
、
網
走
西
部
、
西
紋
別
、
根

釧
西
部
、
十
勝
東
部
及
び
東

大
雪
の
各
森
林
管
理
（
支
）

署
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
に
つ

い
て
の
シ
ス
テ
ム
販
売
を
試

行
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。 

次
年
度
以
降
も
こ
の
取
組

を
継
続
さ
せ
な
が
ら
、
健
全

な
北
海
道
林
業
の
振
興
に
資

す
る
た
め
に
、
木
材
の
高
付

加
価
値
化
と
安
定
供
給
木
材

の
需
給
体
制
の
構
築
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。 

構造材に道産トドマツを使用した建物 
（宗谷署庁舎平成 29 年 11 月 撮影） 
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石
狩
森
林
管
理
署
で
は
、

２
つ
の
森
林
整
備
推
進
協
定

（
積
丹
・
石
狩
）
が
あ
り
、
今

回
は
、
積
丹
地
域
に
お
け
る

森
林
整
備
推
進
協
定
箇
所
の

取
組
を
紹
介
し
ま
す
。 

１
．
は
じ
め
に 

 

こ
の
森
林
整
備
推
進
協
定

は
、
民
有
林
と
国
有
林
が
連

携
し
て
森
林
整
備
等
の
推
進

を
図
り
、
生
産
コ
ス
ト
低
減

や
木
材
の
販
売
収
入
向
上
を

主
な
目
的
と
し
て
設
定
さ
れ

ま
し
た
。 

積
丹
地
域
森
林
整
備
推
進

協
定
（
締
結
者
・
石
狩
森
林

管
理
署
・
森
林
整
備
セ
ン
タ

ー

札

幌
水

源
林

整
備
事

務

所
・
積
丹
町
）
は
、
平
成
20

年
度
に
締
結
し
ま
し
た
。 

こ
れ
は
、
全
国
で
は
２
例

目
、
北
海
道
に
お
い
て
は
初

の
試
み
と
し
て
注
目
さ
れ
、

平
成
29
年
度
末
に
は
、
第
３

期
目
（
平
成
30
年
度
～
令
和

４
年
度
）
の
５
年
間
の
協
定

を
更
新
し
て
い
ま
す
。 

２
．
第
３
期
の
取
組
内
容 

第
２
期
ま
で
の
10
年
間
で

は
、
各
協
定
者
が
路
網
整
備

を
行
い
な
が
ら
、
森
林
整
備

（
間
伐
等
）
を
進
め
、
利
用

で
き
る
路
網
に
つ
い
て
は
共

有
の
路
網
と
し
て
利
用
す
る

な
ど
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。 

一
方
、
各
協
定
者
が
バ
ラ

バ
ラ
に
森
林
整
備
事
業
を
発

注
す
る
と
コ
ス
ト
が
か
か
り

増
し
と
な
り
、
森
林
整
備
が

進
ま
な
い
と
い
っ
た
問
題
が

未
解
決
の
ま
ま
進
行
し
て
き

ま
し
た
。 

そ
こ
で
第
３
期
で
は
、
森

林
を
国
有
林
・
民
有
林
と
も

共
通
の
山
と
し
て
一
体
的
に

捉
え
、
事
業
量
を
大
き
く
し
、

一
事
業
体
に
森
林
整
備
を
発

注
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
低
コ

ス
ト
林
業
を
推
進
す
べ
く
、

三
者
に
よ
る
運
営
会
議
で
進

め
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

平
成
30
年
度
は
、
奥
地
の

た
め
こ
れ
ま
で
森
林
整
備
等

が
実
施
で
き
な
か
っ
た
余
別

団
地
を
重
点
箇
所
と
位
置
づ

け
、
積
丹
町
有
林
の
人
工
林

の
資
源
量
把
握
を
北
海
道
の

職
員
（
後
志
総
合
振
興
局
林

務
関
係
）
の
協
力
も
得
な
が

ら
実
施
し
ま
し
た
。
調
査
す

る
中
で
、
把
握
し
た
問
題
を

そ
の
都
度
意
見
交
換
や
対
策

を
検
討
す
る
こ
と
で
、
森
林

整
備
を
実
施
す
る
方
向
で
進

め
て
き
ま
し
た
。 

調
査
の
結
果
、
植
栽
木
の

生
育
が
悪
く
広
葉
樹
林
化
し

て
い
る
箇
所
・
順
調
に
生
育

し
て
い
る
箇
所
（
分
収
造
林

地
）
が
散
在
し
て
い
る
も
の

の
、
あ
る
程
度
の
蓄
積
が
あ

る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
国
有
林
作
業
道
の

２
㎞
が
未
整
備
で
使
用
が
困

難
な
こ
と
か
ら
、
２
年
間
で

整
備
し
活
用
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。 

令
和
元
年
度
に
入
り
、
山

奥
の
土
場
で
は
販
売
条
件
が

厳
し
い
こ
と
か
ら
、
国
有
林

が
共
同
土
場
を
国
道
に
近
い

民
地
に
整
備
し
ま
し
た
。 

今
後
こ
の
土
場
を
ス
ト
ッ

ク
ヤ
ー
ド
と
し
て
積
極
的
に

活
用
し
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。 

３
．
今
後
の
課
題 

 

令
和
２
年
度
に
お
い
て
、

事
業
発
注
し
、
民
有
林
と
国

有
林
が
共
同
で
森
林
整
備
が

出
来
る
体
制
を
確
立
す
る
と

と
も
に
、
民
有
林
の
所
有
者

に
対
し
て
は
利
益
の
還
元
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、

こ
の
森
林
整
備
協
定
が
進
む

べ
き
方
向
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。 今

後
も
、
森
林
づ
く
り
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す

る
こ
と
を
意
識
し
な
が
ら
、

更
な
る
進
化
を
求
め
て
日
々

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

地域課題の解決に向けた取組 

～積丹地域森林整備推進協定の更なる進化を求めて

～ 

石狩森林管理署 

完成した共同土場（ストックヤード） 

余別団地の人工林調査 
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針葉樹はトドマツ・アカエゾマツ、広葉樹はミズナラ・シナ・カンバ類等との混交林で形成されてお山火事予消防パトロールを実

扱い等注意喚起を行いつつ林道の点検を行い維持・修繕を実施しています。国有林と民有林等との境界を管理する境界線の巡視

森林の生態と被害を調べるネズミの調査・エゾシカ影響調査・ヒグマ痕跡調査・希少野生動植物の発見・報告等、生物多様性の森

でいます。

務での優先事項は、数年前から当署管内で大発生しているヤツバキクイムシによるカラマツ造林地の被害に対する対応で、被害拡

森林管理署職員が一丸となって収穫調査業務を実行しています。  この仕事で活躍しているのがＵＡＶ（ドローン）とＧＰＳ

から被害地等の状況把握を行い、ＧＰＳと図面を使って山の中での現在位置や進行方向、調査範囲の確認を行うことにより、精度

安全装備は「ココヘリ」という物で、もし仕事中に遭難した場合でも、ヘリコプター等搭載の受信機へ電波を発信して位置を知

人工林は約３割でトドマツ・アカエゾマツ・カラマツが主要樹種になっています。また管理区域には、阿寒摩周国立公園の一部

急上昇中の「雌阿寒岳」などの風景林、５色沼と呼ばれる「オンネトー」等があり、春から秋にかけて大勢の観光

〈
三
つ
の
日
本
一
〉 

幌
加
内
森
林
事
務
所
は
朱
鞠

内
・
幌
加
内
・
鷹
泊
担
当
区
合

わ
せ
て
４
１
，
２
０
１
㏊
を
管

理
し
て
い
て
、
管
内
を
北
か
ら

南
ま
で
車
で
移
動
す
る
と
３
時

間
と
い
う
、
縦
に
長
～
い
担
当

区
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

当
事
務
所
の
大
部
分
を
占
め

る
幌
加
内
町
に
は
三
つ
の
日
本

一
が
あ
り
ま
す
。 

一
つ
目
は
日
本
最
大
の
人
造

湖
で
あ
る
朱
鞠
内
湖
で
す
。
周

囲
４
０
㎞
、
満
水
時
の
面
積
は

約
２
，
３
０
０
㏊
（
札
幌
ド
ー

ム
４
１
８
個
分
）
を
誇
り
ま
す
。

結
氷
す
る
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、

湖
上
で
ワ
カ
サ
ギ
釣
り
を
楽
し

む
観
光
客
が
多
く
訪
れ
ま
す
。

二
つ
目
は
氷
点
下
４
１
．

２
℃
と
い
う
日
本
最
寒
記
録
で

１
９
７
８
年
に
母
子
里
（
も
し

り
）
地
区
で
観
測
さ
れ
ま
し
た
。 

三
つ
め
は
そ
ば
畑
の
面
積
で

す
。
作
付
面
積
は
３
，
２
０
０

㏊
、
生
産
量
は
２
，
９
０
０
㌧

と
、
国
内
生
産
量
の
１
割
に
上

り
ま
す
。
毎
年
８
月
末
に
は
４

万
人
以
上
の
そ
ば
フ
ァ
ン
が
訪

れ
る
「
そ
ば
祭
り
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
の
で
、
「
美
味
し
い
そ

ば
を
食
べ
た
い
！
」
と
い
う
方

は
、
是
非
、
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
。 

〈
森
林
事
務
所
の
仕
事
〉 

森
林
官
の
業
務
に
は
様
々
な

も
の
が
あ
り
ま
す
。
地
況
林
況

等
調
査
と
呼
ば
れ
る
森
林
資
源

量
等
の
調
査
や
、
野
ネ
ズ
ミ
に

よ
る
被
害
を
防
ぐ
た
め
の
野
鼠

調
査
、
育
林
や
間
伐
な
ど
の
請

負
事
業
が
適
切
に
実
行
さ
れ
る

よ
う
に
監
督
・
検
査
業
務
な
ど

日
々
、
山
を
駆
け
回
っ
て
い
ま

す
。 最

近
で
は
10
月
１
日
か
ら 

エ
ゾ
シ
カ
の
狩
猟
期
間
が
は
じ

ま
り
ま
し
た
が
、
狩
猟
者
や
一

般
入
林
者
へ
の
注
意
喚
起
を
行

う
た
め
の
「
の
ぼ
り
」
や
看
板

を
主
要
な
林
道
・
作
業
道
に
設

置
し
ま
し
た
。

ま
た
、
普
段
か
ら
林
道
や
作

業
道
が
大
雨
や
雪
解
け
水
で
壊

れ
て
い
な
い
か
、
通
行
に
支
障

あ
る
枝
や
木
が
落
ち
て
い
な
い

か
な
ど
の
点
検
を
行
い
、
時
に

は
笹
や
雑
草
を
刈
り
払
い
維

持
・
管
理
作
業
に
努
め
る
な
ど
、

森
林
の
管
理
に
係
る
幅
広
い
業

務
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

〈
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
〉 

北
空
知
支
署
で
は
、
幌
加
内

小
学
校
・
朱
鞠
内
小
学
校
と
子

ど
も
達
の
体
験
学
習
や
学
習
活

動
を
行
う
フ
ィ
ー
ル
ド
を
提
供

す
る
「
遊
々
の
森
」
協
定
を
そ

れ
ぞ
れ
結
ん
で
お
り
、
年
５
回

ほ
ど
森
林
教
室
を
行
っ
て
い
ま

す
。 森

林
教
室
で
は
、
現
場
で
実

際
に
使
う
道
具
の
紹
介
や
体
験
、

学
校
の
裏
山
を
散
策
し
な
が
ら

森
林
の
役
割
や
大
切
さ
を
学
ん

で
も
ら
う
な
ど
、
多
岐
に
わ
た

っ
て
い
ま
す
。
ど
の
回
も
、
森

林
教
室
に
参
加
す
る
時
の
子
ど

も
た
ち
の
目
は
輝
い
て
い
ま
す

し
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
質
問

し
て
く
れ
る
子
供
た
ち
と
交
流

し
な
が
ら
、
取
り
組
ま
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。 

〈
最
後
に
〉 

 

か
つ
て
は
当
事
務
所
管
内
の

山
々
に
も
雄
大
な
天
然
林
が
広

が
っ
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
本

州
か
ら
の
入
植
と
と
も
に
ア
カ

エ
ゾ
マ
ツ
や
ミ
ズ
ナ
ラ
、
マ
カ

バ
を
は
じ
め
と
す
る
立
派
な

木
々
が
伐
り
出
さ
れ
、
地
域
の

振
興
に
大
い
に
寄
与
し
て
き
た

と
聞
い
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
元
々
の
「
ポ
ド
ゾ

ル
」
と
い
う
生
産
性
の
低
い
土

壌
に
加
え
、
寒
冷
な
気
候
が
成

長
や
有
機
物
の
分
解
を
妨
げ
る

た
め
、
今
で
も
葦
（
ア
シ
）
や

笹
に
覆
わ
れ
た
ま
ま
成
林
し
て

い
な
い
箇
所
が
あ
り
、
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
的
に
資
源
を
利
用
す
る

の
で
は
な
く
、
人
間
の
側
が

「
山
の
声
」
を
聞
き
な
が
ら
手

入
れ
を
し
、
資
源
を
大
切
に
利

用
さ
せ
て
も
ら
う
、
そ
う
い
っ

た
謙
虚
な
気
持
ち
で
向
き
合
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
う
こ

と
を
、
幌
加
内
の
山
々
は
教
え

て
く
れ
ま
す
。 

空知森林管理署 北空知支署 
幌加内森林事務所 

首席森林官 北野 公一 左が筆者 

そばファンで賑わう「そば祭り」 

森林教室 

5



駒
ヶ
岳･

大
沼
森
林
ふ
れ
あ
い

推
進
セ
ン
タ
ー
で
は
、
森
林
作
業

を
体
験
し
て
技
術
の
習
得
や
楽
し

み
方
を
学
び
、
理
解
を
深
め
る
こ

と
で
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

へ
の
参
加
意
識
の
醸
成
と
森
林
環

境
教
育
の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
と
な

り
う
る
人
材
育
成
を
目
的
と
し
た

「
森
林
づ
く
り
塾
」
を
開
講
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
渡
島
総
合
振
興
局
東
部

森
林
室
主
催
の
「
森
へ
の
誘
い
講

座
」
と
、
メ
ニ
ュ
ー
を
統
合
し
た

共
同
開
催
や
相
互
参
加
等
、
連
携

し
た
企
画
に
よ
り
、
「
森
林
づ
く

り
塾
２
０
１
９
」
で
は
塾
を
年
６

回
開
催
す
る
ほ
か
に
、
「
森
へ
の

誘
い
講
座
」
へ
の
参
加
も
２
回
計

画
し
、
15
名
の
塾
生
が
様
々
な
森

林
作
業
等
を
体
験
し
ま
し
た
。

◎
『
森
林
づ
く
り
塾
２
０
１
９
』

5

月

19
日
の
第
１
回
塾
で

は
、
開
講
式
の
後
、
広
葉
樹
の
ポ

ッ
ト
苗
と
マ
イ
箸
づ
く
り
を
体

験
。
箸
づ
く
り
で
は
初
め
て
の
鉋

（
カ
ン
ナ
）
掛
け
で
、
ヒ
ノ
キ
の

香
り
の
す
る
薄
く
て
き
れ
い
な
削

り
屑
に
感
動
し
て
い
ま
し
た
。

６
月
23
日
の
第
２
回
塾
に
は
、

森
へ
の
誘
い
講
座
生
も
参
加
し
、

カ
リ
マ
国
有
林
で
下
刈
の
体
験
。

最
初
は
ぎ
こ
ち
な
い
下
刈
鎌
の
使

い
方
で
し
た
が
、
次
第
に
慣
れ
、

順
調
に
作
業
を
進
め
て
い
ま
し

た
。
終
了
後
の
鎌
研
ぎ
の
講
習
で

は
、研
い
だ
鎌
の
切
れ
味
を
試
し
、

道
具
の
手
入
れ
が
重
要
で
あ
る
こ

と
を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。

7
月
20
日
の
第
３
回
塾
は
、

森
町
に
あ
る(

株)

ハ
ル
キ
の
製
材

や
プ
レ
カ
ッ
ト
施
設
等
を
見
学
、

普
段
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
木

材
加
工
の
現
場
で
、
熱
心
に
説
明

を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
七
飯
町
の
西
大
沼

国
有
林
の
樹
木
博
士
認
定
常
設
コ

ー
ス
で
、
樹
木
の
特
徴
や
樹
種
の

識
別
方
法
等
に
つ
い
て
学
習
し
ま

し
た
。

8
月
25
日
の
第
４
回
塾
に
は

講
座
生
も
参
加
し
、
軍
川
（
い
く

さ
が
わ
）
国
有
林
で
ト
ド
マ
ツ
人

工
林
の
間
伐
作
業
を
体
験
。
殆
ど

の
人
が
初
め
て
の
体
験
で
し
た

が
、
ま
ず
伐
倒
方
向
を
決
め
て
か

ら
受
け
口
を
切
り
、
次
に
追
い
口

を
切
り
、
倒
し
た
木
の
枝
払
い
と

玉
切
り
ま
で
、
手
順
良
く
安
全
作

業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

10

月
6
日
の
第
５
回
塾
は
、

講
座
と
共
同
開
催
で
、
吉
野
山
国

有
林
に
お
い
て
広
葉
樹
の
植
付
体

験
。
多
様
性
の
あ
る
森
林
へ
の
成

長
を
願
い
な
が
ら
、
ミ
ズ
ナ
ラ
や

エ
ゾ
イ
タ
ヤ
等
の
広
葉
樹
の
苗
１

９
３
本
を
植
栽
し
ま
し
た
。

10
月
23
日
の
第
６
回
塾
も
共

同
開
催
で
、
「
森
か
ら
の
贈
り
物

（
キ
ノ
コ
に
つ
い
て
）
」
を
実
施

し
ま
し
た
。

◎
『
森
へ
の
誘
い
講
座
』
へ
の

参
加

9
月
4
日
の
講
座
「
横
津
岳

を
楽
し
む
」
に
塾
生
も
参
加
、
エ

ゾ
オ
ヤ
マ
リ
ン
ド
ウ
な
ど
の
高
山

植
物
の
観
察
や
登
山
を
満
喫
し
ま

し
た
。

9
月
18
日
の
「
縄
文
文
化
と

自
然
」
で
は
、
函
館
市
縄
文
文
化

交
流
セ
ン
タ
ー
等
で
、
北
海
道
唯

一
の
国
宝
で
あ
る
中
空
土
偶
「
茅

空
（
カ
ッ
ク
ウ
）
」
や
遺
跡
等
を

見
て
縄
文
人
の
自
然
観
を
体
感
し

た
後
、
道
有
林
の
治
山
環
境
の
森

を
散
策
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
民
有
林
と
国
有
林
の

お
互
い
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
共
有
し
、

地
域
の
特
徴
を
よ
り
活
か
し
た
森

林
づ
く
り
の
た
め
の
体
験
活
動
と

し
て
、
連
携
し
た
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

駒ヶ岳・大沼森林ふれあい推進センター 

下刈体験 木材加工場の見学 

間伐体験 

縄文遺跡見学
（国宝中空土偶） 
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ま
で
の 

コンテナ苗植栽
現地説明会を開催

 
 

【東⼤雪⽀署】
10 月 24 日、東大雪支署管内鹿追国有林にお

いて、帯広農業高校森林科学科 1 年生を対象に枝
打ち作業体験を実施しました。次世代林業の担い
手である森林・林業を学ぶ高校生に、施設見学や
林業体験を通じて、知識や技術を習得してもらう
ため、平成 21 年から実施しているものです。作
業開始時には、鋸の使い方がおぼつかない生徒も
いましたが、コツを覚えるとサクサクと作業を進
めていき、あっという間に林内がすっきりしまし
た。 

このような林業体験や学校での授業などを通し
て、多くのことを学び、経験し、将来多くの生徒
が林業の担い手となってくれることを期待してい
ます。 

【上川南部森林管理署】 

10 月 17 日、上川南部森林管理署幾寅国有林

でカラマツコンテナ苗の秋植栽に合わせて現地説

明会を開催しました。 

地元の指導林家も初めて参加することから、あ

らためてコンテナ苗やディプルなどの植付器具を

紹介するとともに、コンテナ苗の植栽に着手して

からこれまでに明らかになった課題や成長量等に

ついて説明しました。参加者からは「現在のコン

テナ苗の価格」、「運搬時の乾燥対策」、「コンテナ

苗の出荷期間」、「活着と倒伏の割合」、「植栽の機

械化は可能か」といった質問が相次ぎ、関心の高

さが伺えました。

今後も地域の要望にそった情報の提供や現地検

討会を企画していきたいと考えています。 

【北空知支署】 
10 月 11 日、幌加内町立朱鞠内小学校の遊々

の森「わんぱくの森」において、児童 8 名、教職

員 4 名、当支署からは 3 名の職員が参加し秋の森

林環境教育を行いました。 

最初に校舎前で秋の⼭で活動する際の注意点
を説明した後、わんぱくの森に移動して林業体験

を行いました。近年造林事業で導入されているコ

ンテナ苗を使って、コンテナ苗を植付ける際に使

用する専用器具のプランティングチューブ・ディ

プル・スペードについて使用方法などを説明し、

実際に植付け穴を掘る体験を行いました。児童達

には器具が大きかった様で少し苦労していました

が、使いこなしてくれました。今後も森林で体験

しながら楽しく学べる森林環境教育を行いたいと

考えています。

【保全課】 

10 月 12 日、三国山山頂から西に 300 メート

ル程の分水界に設置した「北海道大分水点の碑」

を記念し、除幕式を行いました。

日本海に注ぐ石狩川、太平洋に注ぐ十勝川、オ

ホーツク海に注ぐ常呂川の源流が、留辺蘂町、上

川町、上士幌町の三町の交点にあるはず。異なる

海域に流れ出る流域を分ける分水嶺を「大分水嶺」

とすると、北海道には 3 つの大分水嶺が存在する。 

これら 3 つの大分水嶺が交わる貴重な点である

北海道大分水点に、この度記念碑を設置しました。 

ここに降った一粒の雨は、北海道の雄大で豊か

な森林（やま）から川へと注ぎ、肥沃な大地へ、

そして 3 つの海に注ぎます。「水・森林・川・海」

のシンボルとして地域振興に寄与する場所となる

ことを祈念しました。 

北海道大分水点に
記念碑を設置 

「各地からの便り」の詳細は 検索 森もりスクエア 

朱鞠内小学校で
秋の森林環境教
育を実施 

帯広農業高校 1 年
生の林業体験 

記念碑に水を注ぐ参加者 

枝打ちで林内がスッキリ 
コンテナ苗を見る参加者

コンテナ苗の植付体験
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令和2年2月18日（火曜日）及び19日（水曜日）の2日間、北海道大学「学術交流会館」
において、森林・林業に係る技術等の情報交換を図るため、「令和元年度北の国・森林づ
くり技術交流発表会」を開催します。道内における森林づくり、森林環境教育を含め、森
林・林業に関連する取組活動についての発表を募集します。

今
月
の
表
紙

第
70
回

北
海
道
植
樹
祭
・育
樹
祭

10
月
19
日
、
苫
小
牧
市
の
苫

東
・
和
み
の
森
に
お
い
て
北
海
道
、

北
海
道
森
と
緑
の
会
と
と
も
に
、

「
第
70
回

北
海
道
植
樹
祭
・
育
樹

祭
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
地
元
の
苫
小
牧
市
や
札
幌

市
な
ど
か
ら
約
７
０
０
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
「
苫
東
・
和
み
の

森
運
営
協
議
会
」
と
「
な
が
ぬ
ま
緑

の
少
年
団
」
か
ら
「
緑
の
宣
言
」
を

行
い
、
続
い
て
新
島
北
海
道
森
林
管

理
局
長
か
ら
「
先
人
が
育
て
た
木
を

大
切
に
使
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
」

と
激
励
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

植
樹
会
場
で
は
、
カ
ラ
マ
ツ
、
ヤ

チ
ダ
モ
、
ナ
ナ
カ
マ
ド
、
シ
ラ
カ
ン

バ
の
苗
木
を
合
わ
せ
て
４
９
２
本
を

植
樹
し
ま
し
た
。

育
樹
会
場
で
は
、
平
成
19
年
の

「
第
58
回
全
国
植
樹
祭
」
で
植
え
ら

れ
た
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
の
枝
打
ち
を
行

い
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
林
業
関
係
団
体
な
ど

に
よ
る
ミ
ニ
テ
ン
ト
村
が
設
け
ら
れ
、

コ
ー
ス
タ
ー
作
り
や
木
育
ひ
ろ
ば
等

の
体
験
ブ
ー
ス
の
ほ
か
キ
ノ
コ
汁
な

ど
の
販
売
も
あ
り
、
参
加
さ
れ
た

方
々
は
森
の
恵
み
を
楽
し
み
ま
し
た
。

コースター作成 リン子ちゃんがマンガで森林を紹介 枝打ち作業
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